
１７文科生第５９５号

雇児発第０２１０００２号

平成１８年２月１０日

各 都 道 府 県 知 事

各都道府県教育委員会教育長

各 指 定 都 市 市 長 殿

各指定都市教育委員会教育長

各 中 核 市 市 長

文 部 科 学 省 生 涯 学 習 政 策 局 長

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長

「地域子ども教室推進事業」と「放課後児童健全育成事業」の連携及び

両事業の推進に当たっての学校との連携について

近年の急激な少子化や核家族化の進行に伴い、放課後等における児童・生徒の安

全な活動の場や多様な活動の実施が強く求められているところです。

このような中、文部科学省においては、地域住民の協力の下、希望する子どもた

ちに様々な体験活動や交流活動を提供する「地域子ども教室推進事業 （以下「地」

域子ども教室」という ）を、厚生労働省においては、保護者が労働等により昼間。

家庭にいない児童に対して適切な遊びや生活の場を提供する「放課後児童健全育成

事業 （以下「放課後児童クラブ」という ）を実施しているところです。」 。

貴職におかれましては、地域で健やかな子どもを育む環境充実の観点から、これ

らの事業の円滑な実施のため、下記の点について管内・域内の市町村、市町村教育

委員会に対して周知を図るとともに、より一層のご配慮をお願いいたします。

記

１ 地域子ども教室と放課後児童クラブの連携について

これらの事業を実施する場合において、事業関係者は、様々な体験活動を充実

するため、例えば、このような活動を担う人材の確保や、両事業の活動の実施に

ついて共同で検討するなど、効果的、効率的な運用に努めること。



２ 余裕教室をはじめとする学校諸施設の活用について

地域子ども教室や放課後児童クラブの実施に当たっては、これらの事業が各地

域において円滑に実施されるよう、余裕教室をはじめとする学校諸施設の積極的

な活用に努めること。

特に、参加する児童・生徒がおおむね当該学校の児童・生徒であることも勘案

し、怪我等が発生した場合の保健室や雨天時の体育館等の使用等、学校の諸施設

の弾力的な使用に努めること。

３ 学校との連携・協力について

地域子ども教室や放課後児童クラブの実施に当たっては、事業に参加する子ど

もの様子や行動などについて、例えば、これらの事業関係者と学校の教職員間で

情報交換するなど、子どもの様子の変化や健康状態等を相互に把握し合い、早期

に対応するよう連携・協力に努めること。

また、特に、子どもの安全確保を図るため、例えば、学校の時間割について情

報交換を行うとともに、学校行事や特別な事情により下校時刻の変更が生じた場

、 、 、合は その旨情報交換を行うなどにより 子どもたちの下校時刻を把握するなど

学校との連携・協力に努めること。
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